
 【別紙様式３】 

再評価実施事業調書 

番 号 １ 事 業 名 総合流域防災事業 路線又は箇所名等 上前川 

事 業 所 管 課 河川整備課 事 業 主 体 市原市 

事業化年度 昭和 53 年度 用地着手年度 昭和 53 年度
工事着手年度

工事終了(認可)年度
平成 3年度
平成 25 年度

再 評 価 の 理 由 ⑥ 

費用便益比 

Ｂ／Ｃ 
2.11 総費用 9.79 億円 総便益 20.61 億円 基準年 平成 20年度 

供用開始

年度 
平成 21年度

 

【事業概要】 

本河川は、市原市引田地先に源を発し、二級河川養老川、準用河川今津川と流域を分けながら並走し、

二級河川前川を経て千種海岸地先で東京湾に注ぐ流域面積６．０９ｋ㎡、河道延長５．１Ｋｍの河川

である。 

（流域の状況） 

前川水系は、流域の市街化等の要因により、洪水流量が増大し浸水冠水被害が頻繁に発生しました。

本河川は治水の安全を確保すべく、昭和５３年度から、延長Ｌ＝3,090ｍについて改修事業を行ってい

る。 

（主な実施内容） 

改修延長   Ｌ＝ ３，０９０m      築堤工  Ｖ＝ ８，７８０ｍ３ 

掘 削 工   Ａ＝１１０，２８０㎡     用 地  Ａ＝ ３２，６３４㎡ 

  護 岸 工   Ａ＝ ３６，９４２㎡     橋 梁  Ｎ＝   １２ 橋 

 

【事業の進捗状況】 

改修事業に必要となる総事業費は２４億円であり、平成２０年度末までに約１４億５千万円を投資し、

事業費に基づく進捗率は６０．５％である。 

また、全体延長３，０９０ｍのうち、平成２０年度末までに１，９０２ｍが完了しており、進捗率は

６１．６％となっている。  

 全体計画（億円） 投資事業費（億円） 進捗率（％） 

全 体 ２４．０００ １４．５１０ ６０．５

工 事 １７．１４８ ８．７３９ ５１．０

用 地    ６．８５２ ５．７７１ ８４．２

【社会経済情勢等】 

① 事業の必要性 

本事業は、人家や耕地等の財産及び居住者の生命、鉄道や道路などの重要交通網を保全する事業であ

り、地域の生活に密着していることから、地域住民からは事業に対する期待は大きく、早期完成が強

く望まれている。 

② 主な水害状況 

 ・台風１２号（平成７年９月）  ・台風１７号（平成８年９月）  

浸水家屋    ６１戸      浸水家屋    ８６戸 

③ 投資効果 

事業を行うことにより、浸水面積５０ha、浸水戸数１０５戸の家屋等について、被害を解消するこ

とができる。 

 
【対応方針（案）】 

 近年、各地で集中豪雨による浸水被害が頻発している状況であるため、治水対策の重要性が再認識さ

れている。当該河川についても、流域内の全住民が安心して暮らすことができる川づくりが急務とな

っていることから、今後も未整備区間の河川改修及び橋梁の架け替えを実施し、早期完成を目指し事

業を継続する。  


